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小野簡水飯沼浄水場

総
務
産
業建設

常
任
委
員
会

議
案
審
査

　

12
月
10
日
総
務
産
業
建
設
委

員
会
を
開
催
、
全
委
員
及
び
副

町
長
・
担
当
課
長
同
席
の
も
と
、

関
係
職
員
の
説
明
を
求
め
慎
重

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

辰
野
町
ホ
タ
ル
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
「
町
内
に
生
息

す
る
ほ
た
る
及
び
カ
ワ
ニ
ナ
の

保
護
・
育
成
を
図
る
た
め
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た
い
。」
と

す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
ホ
タ
ル
か
ら
カ
ワ

ニ
ナ
に
関
し
卵
か
ら
成
虫
す
べ

て
の
形
態
で
捕
獲
を
禁
止
す
る

も
の
で
す
。
又
、
罰
則
を
強
化

し
ホ
タ
ル
を
守
る
た
め
の
条
例

の
一
部
改
正
で
す
。

　

委
員
か
ら
、
こ
の
条
例
制
定

に
よ
る
捕
獲
禁
止
及
び
罰
則
規

定
の
周
知
を
広
報
な
ど
で
徹
底

す
る
こ
と
、
及
び
辰
野
ほ
た
る

童
謡
公
園
内
に
立
て
看
板
の
早

期
設
置
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

辰
野
町
公
共
下
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、「
下
水
道
事

業
の
経
営
の
健
全
化
に
向
け
て

下
水
道
使
用
料
を
見
直
す
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た

い
」
と
す
る
も
の
で
す
。

　

料
金
の
額
を
辰
野
・
羽
北
処

理
区
で
は
、
一
ヶ
月
に
つ
き
一

般
家
庭
平
均
20
㎥
で
現
行
料
金

３
，
６
１
０
円
を
４
・
16
％
、

150
円
引
き
上
げ
て
３
，
７
６
０

円
と
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

小
野
処
理
区
で
の
料
金
の

額
は
、
一
ヶ
月
に
つ
き
一
般

家
庭
平
均
20
㎥
で
現
行
料
金

３
，
５
５
５
円
を
４
・
50
％
、

160
円
引
き
上
げ
て
３
，
７
１
５

円
と
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
経
済
不
況
で

生
活
が
厳
し
い
こ
の
時
期
に
公

共
料
金
の
値
上
げ
は
適
切
で
な

い
。
と
の
反
対
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
、
上
水
道
（
公

共
下
水
道
含
む
）
運
営
審
議
会

の
中
で
十
分
議
論
さ
れ
た
報
告

な
ど
、
答
申
案
に
賛
成
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
と
決

し
ま
し
た
。

辰
野
町
小
野
簡
易
水
道

給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、「
小
野
簡
易

水
道
の
維
持
管
理
や
改
良
工
事

の
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
上
水
道
事
業
と
の
統
合
を

見
据
え
料
金
体
系
を
統
一
し
事

務
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
し
た
い
」
と

す
る
も
の
で
す
。

　

料
金
の
額
を
一
ヶ
月
に
つ
き

一
般
家
庭
平
均
20
㎥
で
現
行
料

金
３
，
０
０
０
円
を
３
・
24
％

20
円
引
き
上
げ
て
３
，
０
２
０

円
と
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
上
水
道
事
業

と
の
関
連
も
あ
り
引
き
上
げ
は

や
む
を
得
な
い
と
の
意
見
が
あ

り
、
委
員
全
員
一
致
に
て
可
決

と
決
し
ま
し
た
。

請
願
審
査

■
「
食
料
の
自
給
力
向
上
と
、

食
の
安
全
・
安
心
の
回
復
に
向

け
て
、
食
品
表
示
制
度
の
抜

本
改
正
に
つ
い
て
国
へ
の
意

見
書
提
出
」
を
求
め
る
請
願

　

提
出
者

　

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
共
同
組
合
長
野

　

辰
野
支
部
委
員
長　

市
田　

聡
美

　

本
請
願
は
、
食
の
安
全
・
安

心
、
そ
し
て
そ
の
基
盤
と
な
る

食
料
自
給
力
の
向
上
を
求
め
る

消
費
者
が
知
る
権
利
に
基
づ
い

て
そ
の
購
買
力
を
選
択
的
に
行

使
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
、
食
の
安
全
・
安
心

は
消
費
者
が
求
め
て
い
る
原
点

で
あ
り
、
時
宜
を
得
た
請
願
で

あ
る
こ
と
の
意
見
に
よ
り
、
委

員
全
員
一
致
で
本
請
願
は
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

意　
　

見　
　

書

　

繰
り
返
さ
れ
る
加
工
食
品
原

料
の
産
地
偽
装
事
件
や
毒
物
混

入
事
件
を
受
け
て
、
多
く
の
消

費
者
が
食
の
安
全
・
安
心
の
た

め
国
産
の
、
自
給
力
向
上
を
求

め
、
冷
凍
食
品
原
料
を
は
じ
め

　

審
議
の
結
果
、
ホ
タ
ル
保
護

の
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
趣
旨
に
賛
同
し
、
委
員
全

員
一
致
に
て
可
決
と
し
ま
し
た
。

辰
野
町
上
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
「
小
野
簡
易
水

道
と
の
統
合
を
見
据
え
料
金
体

系
を
統
合
し
事
務
の
合
理
化
を

図
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
た
い
」と
す
る
も
の
で
す
。

　

料
金
の
額
を
一
ヶ
月
に
つ
き

一
般
家
庭
平
均
20
㎥
で
現
行

３
，
１
０
０
円
を
２
・
31
％
80

円
引
き
下
げ
て
３
，
０
２
０
円

と
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

審
議
の
結
果
、
改
正
趣
旨
に

賛
同
し
委
員
全
員
一
致
に
て
可

決
と
し
ま
し
た
。



議会だより3

第 36号 2010 年 2月
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と
す
る
加
工
食
品
の
原
料
原
産

地
の
表
示
義
務
化
を
願
っ
て
い

ま
す
。

（
請
願
項
目
）

一
加
工
食
品
の
原
料
の
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
と
原
料
原
産
地

の
表
示
を
義
務
化
す
る
こ
と
。

一
全
て
の
遺
伝
子
組
み
換
え
食

品
・
飼
料
の
表
示
を
義
務
化

す
る
こ
と
。

一
ク
ロ
ー
ン
家
畜
由
来
食
品
の

表
示
を
義
務
化
す
る
こ
と
。

と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
、

関
係
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

■
「
家
族
従
業
者
・
女
性
の
人
権

保
障
の
た
め
「
所
得
税
法
56

条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」

の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

　

提
出
者

　
　

長
野
県
商
工
団
体
連
合
会

　
　

婦
人
部
協
議
会

　
　
　
　
　

会
長　

小
野　

百
合
子

　

本
請
願
は
、
農
業
・
商
工
業
な

ど
の
自
営
業
者
は
、
大
き
く
日

本
経
済
を
支
え
る
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
そ
の
自
営
業
を

構
成
し
て
い
る
の
は
、
多
く
の

女
性
・
青
年
を
含
む
事
業
主
で

あ
り
、
家
族
従
業
者
で
す
。
所

得
税
法
56
条
の
「
配
偶
者
と
そ

の
親
族
が
事
業
に
従
事
し
た
と

き
、
対
価
の
支
払
い
は
必
要
経

費
に
参
入
し
な
い
」
と
の
規
定

に
よ
っ
て
、
す
べ
て
事
業
主
の

所
得
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

税
法
上
も
民
法
・
労
働
法
や

社
会
保
障
上
で
も
、
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
憲
法
に
保
障
さ
れ

た
権
利
を
求
め
る
た
め
に
、
同

法
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
を
採
択
し
政
府
に
対
し
意
見

書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。
と
の

請
願
で
、
９
月
定
例
議
会
に
お

い
て
請
願
審
査
が
行
わ
れ
「
継

続
審
査
」と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
採
択
を
求
め

る
委
員
か
ら
は
、
家
族
従
業
者

を
対
価
の
支
払
対
象
と
し
て
、

必
要
経
費
に
算
入
し
な
い
と
す

る
同
法
56
条
を
廃
止
す
べ
き
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
趣
旨
は
理
解
す
る
も
同

法
56
条
は
、
家
族
間
で
の
所
得

分
割
に
よ
る
租
税
回
避
的
行
為

を
防
止
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ

た
規
定
で
あ
り
同
法
56
条
と
57

条
を
併
せ
て
論
じ
な
け
れ
ば
、

整
合
性
に
欠
け
単
に
同
法
56
条

を
廃
止
す
る
だ
け
で
は
根
本
的

な
解
決
に
な
ら
ず
、
租
税
回
避

を
防
止
す
る
た
め
の
条
件
を
い

く
つ
か
義
務
付
け
る
こ
と
が
必

要
と
の
結
論
に
達
し
、
委
員
全

員
で
趣
旨
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

議
会
活
動
報
告

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

研　

修　

視　

察

■
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構

　

酒
井
所
長
・
森
課
長
の
説
明
と

質
疑
応
答
で
、
改
め
て
法
の
下

に
平
等
で
あ
る
事
に
意
を
強
く

す
る
事
が
で
き
た
。
そ
し
て
全

国
に
淀
む
膨
大
な
滞
納
の
行
政

へ
の
圧
迫
、
納
税
義
務
を
果
た

し
て
い
る
者
へ
の
不
利
益
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
研
修
と
な
っ
た
。

　

機
構
設
立
の
背
景
に
は
、

年
々
膨
ら
む
滞
納
額
に
対
す
る

危
機
感
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
そ
れ
は
、
こ
こ
だ
け

の
問
題
で
な
く
、
末
端
行
政
で

は
同
様
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る

は
ず
で
、
滞
納
者
と
の
距
離
が

近
く
柵
を
断
ち
切
れ
な
い
様
々

な
因
縁
が
手
枷
足
枷
に
な
っ
て

い
る
。
回
収
機
構
は
、
諸
問
題

の
一
切
を
受
け
取
り
、
処
理
し

残
さ
れ
た
案
件
も
解
決
方
法
を

示
し
て
自
治
体
に
返
す
、
ま
さ

に
専
門
的
組
織
で
あ
る
。

　

機
構
の
は
た
す
効
果
は
予
想

を
遥
か
に
超
え
た
実
績
が
示
さ

れ
、
瞠
目
に
値
し
た
の
は
、「
移

管
最
終
催
告
効
果
」
で
あ
る
。

預
貯
金
や
生
命
保
険
な
ど
差
し

押
さ
え
ら
れ
る
財
産
を
調
査
し

執
行
判
定
を
行
う
。
不
納
欠
損

は
３
年
以
内
と
し
て
い
る
。
既

に
こ
の
５
年
間
で
３
，
５
７
１

件
、
徴
収
額
33
億
７
，
８
０
０

万
円
余
の
成
果
を
上
げ
、
他
県

か
ら
の
注
目
も
高
い
。

　

持
ち
込
ま
れ
る
事
案
は
様
々

で
あ
る
が
、
内
容
に
よ
る
選
別

を
し
て
い
な
い
。
高
額
・
難
件

な
ど
い
か
な
る
事
情
や
事
由
が

あ
っ
て
も
受
け
取
り
執
行
す

る
。
財
産
調
査
・
差
し
押
さ
え

の
徹
底
・
公
売
・
延
滞
金
に
至

る
ま
で
全
て
に
担
保
を
取
り
、

処
理
を
進
め
て
い
る
。
隠
匿
し

た
物
が
出
て
来
れ
ば
即
差
し
押

さ
え
る
。
又
２
年
の
期
間
内
で

片
付
か
な
い
案
件
は
返
さ
れ
、

自
治
体
に
お
い
て
不
納
欠
損
の

処
理
が
し
易
く
な
る
。

　

長
野
県
で
も
地
方
税
管
理
回

収
機
構
設
立
の
早
期
実
現
を
果

た
し
業
務
が
緒
に
着
く
こ
と
を

強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。
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社
会
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

　

研　

修　

視　

察

■
藤
沢
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
グ
ル
ー

プ
藤
」（
福
祉
マ
ン
シ
ョ
ン
）

　

建
物
の
概
要
は
５
階
建
て
で

あ
り
、
こ
の
中
に
福
祉
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
と
小
規
模
多
機
能

型
委
託
介
護（
通
い
）デ
イ
ル
ー

ム
が
１
階
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
階
に
は
、
精
神
障
害
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
小
規
模
多
機
能

型
介
護
（
泊
り
）
施
設
、
訪
問

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
療
養
通

所
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
３
・

４
階
は
、
ケ
ア
付
き
住
宅
（
介

護
マ
ン
シ
ョ
ン
）
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
建
物
そ
の
も
の
が
、

特
定
の
人
達
を
集
め
て
隔
離
す

る
よ
う
な
形
で
な
く
、
子
育
て

支
援
か
ら
母
子
家
庭
、
父
子
家

庭
、
障
害
者
や
、
高
齢
者
な
ど

の
手
助
け
が
必
要
な
人
達
が
助

け
合
っ
て
暮
ら
せ
、
世
代
が
交

流
し
合
っ
て
住
め
る
よ
う
な
複

合
住
宅
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、障
害

者
が
一
つ
屋
根
の
下
で
一
定
の

ル
ー
ル
の
中
で
、生
活
し
て
い
る

姿
は
こ
れ
か
ら
の
一
つ
の
モ
デ

ル
と
な
り
う
る
と
感
じ
ま
し
た
。

視
察
来
町

　

11
月
5
日
滋
賀
県
日
野
町

（
人
口
２
３
，
０
０
０
人
）
議

会
か
ら
視
察
要
請
を
受
け
、
社

会
福
祉
教
育
常
任
委
員
会
が
対

応
し
ま
し
た
。
視
察
内
容
は
、

①
議
会
活
性
化
取
組
に
つ
い
て

②
質
疑
・
一
般
質
問
の
一
問
一

答
方
式
に
つ
い
て

議
会
活
性
化
で
は
、

・
一
般
質
問
事
前
通
告
の
締
切

期
日
に
つ
い
て

・
会
派
構
成
と
代
表
質
問
の
有

無
に
つ
い
て

・
政
務
調
査
費
の
活
用
の
有
無

に
つ
い
て

・
議
会
の
傍
聴
状
況
に
つ
い
て

・
休
日
、
夜
間
の
議
会
採
用
に

つ
い
て

お
よ
そ
２
時
間
に
亘
り
活
発
な

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

現
場
視
察

　

社
会
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

で
は
、
12
月
24
日
に
、
次
の
３

箇
所
の
現
場
視
察
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

■
第
２
グ
レ
イ
ス
フ
ル
辰
野

■
介
護
老
人
保
健
施
設
福
寿
苑

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

か
た
く
り
の
里

懇
談
会

　

去
る
12
月
9
日
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
多
田
医
師
の
昭
和

伊
南
病
院
へ
の
転
院
に
伴
い
、

整
形
外
科
医
の
非
常
勤
化
と
言

う
説
明
を
突
然
受
け
た
事
か

ら
、
12
月
18
日
正
副
議
長
・
２

常
任
委
員
長
の
４
名
で
多
田
医

師
を
訪
ね
、
整
形
外
科
の
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　

多
田
医
師
は
今
日
ま
で
20
年

間
、
辰
野
病
院
整
形
外
科
の
顔

と
し
て
奮
闘
さ
れ
て
来
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
多
田
医
師
の

上
伊
那
医
療
圏
内
整
形
外
科
の

今
後
を
思
う
に
つ
け
、
医
師
の

苦
し
い
胸
の
内
を
察
す
る
と
共

に
、
11
月
28
日
付
の
「
お
知
ら

せ
」
の
内
容
を
理
解
し
、
止
む

に
止
ま
れ
ず
の
転
院
と
言
う
事

態
に
納
得
し
つ
つ
、
週
２
回
辰

野
病
院
で
の
外
来
診
療
を
要
請

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
多
田
医
師
の
今
迄
の

ご
苦
労
に
謝
意
を
表
し
、
麻
酔

科
も
整
っ
て
い
る
昭
和
伊
南
病

院
で
の
更
な
る
活
躍
を
願
う
事

と
し
た
。

　

尚
、
危
惧
さ
れ
る
辰
野
町
の

医
療
崩
壊
を
食
い
止
め
る
た
め

に
も
、
多
田
医
師
に
最
大
限
の

協
力
を
要
請
し
た
と
共
に
、
早

期
の
辰
野
病
院
新
築
移
転
と
医

師
確
保
に
向
け
た
積
極
的
な
動

き
が
、
望
ま
れ
る
事
を
強
調
し

た
い
。

　

お
詫
び

　

前
第
35
号
紙
面
上
で
、
団
体

名
及
び
肩
書
き
の
記
載
を
間
違

え
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

「
長
野
県
商
工
団
体
連
合
会

婦
人
部
協
議
会

会
長　

小
野
百
合
子
」で
し
た
。

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

NPO法人「グループ藤」

議員研修視察状況

多田医師・町議会懇談会より


